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1 目的

　溶融塩はイ オン結晶の 導電性や 、 水素 よ りも

卑な金属の製錬方法 として 、 高校化学 で 学習す

る。 イオ ン結晶が加熱 に より液体 に変 わ っ て い

く姿、電解に よ り金属が析 出 して い く様子 は興

味深い もの で ある。

　 し か し、溶融塩 は
一
般に非常に高温で あ る こ

とか ら取 り扱い が難 し く、そ の 危険性や、溶融

槽が高価で あるこ とか ら、生徒実験 とし て 扱 う

こ とは難 しい 。

　そ こ で本研究で は、特別な機材 を必要 と しな

く、低温 で安全 に行 え る溶融塩電解実験装置 の

開発 を行 っ た 。

2 教材開発

（1）電解浴

　本研 究で電解浴 に使用 し た の は AICI3−NaCl

系 の 共融塩で あ る。組成をモ ル 比 で 61．2 ：38．8

とす る こ とで 、融点は約 108℃ とな る 。 実験で

用い る試薬の 総量は 5g と した。

（2）電解装置

　電解装置 の 概略図を図 1 に示 す。電 解槽には

pyrex 試験管 （φ18 × 150mm ）を使用 し た 。

上 部に シ リコ ン 栓で蓋 をし、これに陽極 （ア ル

ミ ニ ウ ム板）、陰極 （ア ル ミニ ウ ム 棒） を固定

した。サ ン ドバ ス 、ヒ
ー

タ
ー

に よ り電解浴の 加

熱お よび溶融を行 っ た。電解電 源に はガル バ ノ

ス タ ッ ト （北斗電 工 HA ・151）を用い た。

　 GaLvanostat

　 A且C13−NaCl
Anode （Alumlnum 　pLate）
Cathmde（Aluminumr ロd）

　 5andba  

H ロ七plate

　 Sll1Cロn　5LOPP 巳r

3 結果

　塩の 溶融後、1．O × 10
’2　A！cm で 6 分程度予備

電 解を行 い 、本電解 を 6．5 × 10’2A ！cm で 5 分

程度行 うと、図 2 に見 られる よ うな樹枝状金属

の 析出が見 られ た 。
5 分間の 通電 で 回収 され た

金 属 の 平均は、3．7mg で あ っ た 。

図 2 析出金属

　回収 し た金属は無水 エ タ ノ
ール で 洗浄後、簡

易的に成分分析 を行 っ た。テ ス トペ ーパ ー

（ADVANTECANION ・CATION 　TEST

PAPER 　Al3＋ ）に よる分析を行 っ た とこ ろ 、
　Al3＋

が検出 され た。また、回収金属 を HCI に 溶解

した後、NaOH を加 え た と こ ろ、白色ゲル 状

沈殿が確認で きた 。 これ らの こ とか ら、析 出 し

た金属 はア ル ミニ ウム で あると特定 した 。

4 考察

　AICI3−NaCl 系の 共融塩を用い る こ とで 、低

温 下で の 溶融塩電解 、金属 Al の 析出実験を行

うこ とが で きた 。 また、Al の 回収量 を理論値

と比 較 した と こ ろ 、66％程度で あ っ た 。 開放系

で の 実験で あるこ とを考慮す る と、十分な回収

量だ と考え られ る。

　試薬 の 総量 も 5g と少量で あ るた め、　AICI3

ガス 、HCI ガ ス の 揮発をか な り抑 え られる 。

また ホ ッ トプ レー トとサ ン ドバ ス で加熱す る

ため 、ガラ ス 破損時 の リス ク も最小限に抑 える

こ とが可能 であ る 。

　以上 よ り本実験装置は 生徒実験 に も応用 が

十分可能で ある と考え られ る。

図 1 電解装置概略図
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